（申請書様式　2/6）
ひょうごＮｏ．１ものづくり大賞　申請書


令和元年  　 月　　　日記入
１　企業の概要について
	(ふりがな)
	

	企　業　名
	

	(ふりがな)
	

	役職・代表者
	

	本社所在地
	〒　　　－
	

	
	兵庫県

	県内の製造拠点
	〒　　  －　　　
	

	
	兵庫県

	企業ＨＰアドレス
	http://www.

	資　　本　　金
	
	円
	前期売上高
	
	千円
	決算月
	月

	従　業　員　数
	
	人
	前期純利益

（税引後）
	
	千円
	

	貴社について、次のいずれにも該当することを誓約します。
□　大企業が単独で発行済株式総数または出資総額の2分の1以上を所有または出資していないこと。

□　大企業が複数で発行済株式総数または出資総額の3分の2以上を所有または出資していないこと。

□　役員総数の2分の1以上を大企業の役員または職員が兼務していないこと。

※ここでいう「大企業」とは、「資本金の額又は出資の総額が、10億円超かつ常時使用する従業員の数が300人超」の企業をいう。

	自薦・他薦の別
	自薦　　・　　他薦　　(いずれかに○印を付けてください)

	ご担当者連絡先
(本賞の連絡窓口となる方を記入してください)
	部　署
	
	(ふりがな)
	

	
	役　職
	
	担当者氏名
	

	
	ＴＥＬ
	
	ＦＡＸ
	

	
	E-Mail
	

	
	〒　  　－　　
	

	
	

	ご推薦者連絡先
(※他薦の場合のみ

記入ください)
	推薦企業・支援機関名
	

	
	部　署
	
	(ふりがな)
	

	
	役　職
	
	担当者氏名
	

	
	ＴＥＬ
	
	ＦＡＸ
	

	
	E-Mail
	


２　申請する技術または製品・部材について
	申請する技術または製品・部材のタイトル（30字以内（句読点等を含む））

	ふりがな
	

	タイトル
	

	

	申請する技術または製品・部材に関する審査項目

	(１)技術・製品部材の別
	技術　　　　/　　　　製品・部材

	(２)申請する技術または製品・部材の概要を簡潔にご記入ください。

（本技術または製品・部材の開発経緯やセールスポイントを示してください。）

	

	(３)申請する技術または製品・部材について、優れている技術や性能についてご記入ください。
(数値、グラフ、画像等で具体的に示して下さい。)
　　　　　　　　　　　　　【技術力】

	

	(４)申請する技術または製品・部材が従来のものと比較して革新的な点をご記入ください。
(他社技術・製品にはない機能や貴社従来品よりも向上した点をご記入ください。)　　　【革新性】

	

	(５)申請する技術または製品・部材の社会貢献度について、ご記入ください。
(使いやすさ、省資源・省エネルギー、生活利便性の向上等についてご記入ください。)　【社会性】

	


	(６)申請する技術または製品・部材の①開発時期、②上市時期、③売上実績・見込み及び④販売市場について、ご記入ください。　　　　　　　　　　　　　　　 【市場性(市場浸透性・市場成長性含む)】

	①申請する技術または製品・部材の開発時期　　　 平成　　年　月頃～平成　　年　月

	②申請する技術または製品・部材の上市時期等　（ア～ウのいずれかに○印と時期をご記入ください。）

	　ア　平成28年4月以降に上市　　　　　　　　平成　　年　月頃
　イ　平成28年4月以降に市場に広く浸透　　（上市時期　　　　　　平成　　年　　月頃）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （市場に浸透した時期　平成　　年　　月頃）

　ウ　令和3年3月末までに上市予定　　　　　令和　　年　　月頃上市予定

	③申請する技術または製品・部材の売上実績・見込みについて

	ⅰ　売上実績

	
	当期実績
	前期実績
	前々期実績
	3期前実績

	ア　製品・販売等の状況
	数量
	
	
	
	

	
	売上げ
	千円
	千円
	千円
	千円

	イ　リースの状況
	契約件数
	
	　
	
	

	
	リース料
	千円
	千円
	千円
	千円

	ⅱ　売上見込み

	
	当期見込
	次期見込
	次々期見込
	3期後見込

	ア　製品・販売等の状況
	数量
	
	
	
	

	
	売上げ
	千円
	千円
	千円
	千円

	イ　リースの状況
	契約件数
	
	　
	
	

	
	リース料
	千円
	千円
	千円
	千円

	注1：「ⅰ　売上実績」の当期実績欄は、今期の始期から令和元年9月末現在の見込を記入してください。

　　　また、「ⅱ　売上見込み」の当期見込欄は、今期の通期見込を記入してください。

注２：申請書を提出する月と決算月が重複する企業は、下記の要領で記載願います。
・「ⅰ　売上実績」、「ⅱ　売上見込み」の当期実績欄は今決算期の数値（見込も可）を記載してください。

注３：実績のない期については、0と記入してください。

注４：申請する技術または製品・部材について、リース・レンタルによる収入は上表の「イ　リース等の状況」欄に、新規契約と継続契約の合計ベースで契約件数と収入を記入してください。


	④申請する技術または製品・部材の販売市場について

	ⅰ　申請する技術または製品・部材の販売先・ユーザー

	販売先
	

	ユーザー
	

	ⅱ　申請する技術または製品・部材の今後の売上推移に関する根拠
　　（市場調査の結果、技術改良の見込、今後の設備投資計画等について簡潔にご記入ください。）

	


注１：申請する技術または製品・部材に関する審査項目（２）～（５）に関しては、適宜記入欄の行数を増やすことは可能ですが、本申請書全体で、８ページ以内に収まるようにしてください。
３　申請する技術または製品・部材の知的財産権の取得状況について
	(1)　申請する技術または製品・部材の特許法（昭和34年法律第121号）に基づく特許権（以下、特許権とする）の取得状況について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	1 特許権の取得状況　　　　　　　　　　有　・　無　（いずれかに○印を付けてください）

	2 取得済みの特許権の状況

	　Ⅰ
	出願番号または登録番号
	

	
	発明の名称
	

	
	出願年月日または登録年月日
	年　　月　　日

	
	出願者名または特許権者名
	

	　Ⅱ
	出願番号または登録番号
	

	
	発明の名称
	

	
	出願年月日または登録年月日
	年　　月　　日

	
	出願者名または特許権者名
	

	(2)　申請する技術または製品・部材の特許権以外の知的財産権の取得状況について（日本国外の知的財産権を含む）

	1 特許権以外の知的財産権の取得状況　　有　・　無　（いずれかに○印を付けてください）

	2 取得済みの知的財産権の状況　

	Ⅰ
	出願番号または登録番号等
	

	
	名称
	

	
	出願年月日または登録年月日等
	年　　月　　日

	
	当該知的財産権の権利者名
	

	Ⅱ
	出願番号または登録番号等
	

	
	名称
	

	
	出願年月日または登録年月日等
	年　　月　　日

	
	当該知的財産権の権利者名
	


  注１：特許権者名等が複数の場合は、貴社の関連部分のみを記載の上、特許権者等が複数である旨を注記してください。
４　申請する技術または製品・部材の表彰歴について
	申請する技術または製品・部材と直接関連し、国・地方公共団体・学会・業界団体等からの表彰歴について記入してください。なお、被表彰者は貴社または貴社役員・従業員のいずれも対象とします

	Ⅰ
	表彰年月日および被表彰者
	年　　月　　日（被表彰者名：　　　　）

	
	表彰の名称
	

	
	表彰の業績名
	

	
	表彰の機関
	

	Ⅱ
	表彰年月日および被表彰者
	年　　月　　日（被表彰者名：　　　　）

	
	表彰の名称
	

	
	表彰の業績名
	

	
	表彰の機関
	

	Ⅲ
	表彰年月日および被表彰者
	年　　月　　日（被表彰者名：　　　　）

	
	表彰の名称
	

	
	表彰の業績名
	

	
	表彰の機関
	


　注１：申請する技術または製品・部材に関連して３件以上の表彰歴がある場合は、代表的な３件に絞って記入ください。
５　申請する技術または製品・部材のメディアにおける取り上げ状況について
	申請する技術または製品・部材と直接関連し、テレビ・ラジオ・新聞（市町や国・県の広報誌を含む）・学会誌・雑誌等において取り上げられた状況について記入してください。

	Ⅰ
	取り上げたメディア名
	

	
	放送（掲載）年月日または号数
	

	
	放送（掲載）のタイトル
	

	Ⅱ
	取り上げたメディア名
	

	
	放送（掲載）年月日または号数
	

	
	放送（掲載）のタイトル
	

	Ⅲ
	取り上げたメディア名
	

	
	放送（掲載）年月日または号数
	

	
	放送（掲載）のタイトル
	


　注１：広告記事（貴社の経済的負担によりメディアに取り上げられる記事）は対象外とします。
注２：申請する技術または製品・部材に関連してメディアに３件以上取り上げられた場合は、代表的な３件に絞って記入ください。
６　暴力団排除について

	下記内容について、　□　同意する。　／　　□　同意しない。
（いずれかにチェックしてください）

	暴力団排除条例（平成22年兵庫県条例第35号。以下「条例」という。）を遵守し、暴力団排除に協力するため、下記の(1)～(3)について、該当しないことを誓約します。
(1)　条例第２条第１号に規定する暴力団、又は第３号に規定する暴力団員に該当しないこと
(2)　暴力団排除条例施行規則（平成23年兵庫県公安委員会規則第２号）第２条各号に規定する暴力団及び暴力団員と密接な関係を有する者に該当しないこと
(3)　上記１及び２に違反したときには、ひょうごＮｏ．１ものづくり大賞の受賞の取り消しその他県が行う一切の措置について異議を述べないこと


	申請書類のチェックリスト（※提出時の最終確認にご利用ください。）

	（必須）□申請書　　　□役員名簿　　　□決算書類（直近の決算期分）

	（任意）□企業紹介のパンフレット　　□製品等のカタログ　　□新聞・雑誌で照会された記事のコピー

□技術力に関する補足資料　　□特許権等に係る登録原簿等の写し

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


